
花巻市男女共同参画基本計画見直しにかかるアンケート調査《男女別集計》
(平成27年1月　2,100人に調査票を郵送)

2.男女共同参画社会について

問1　あなたは、男女共同参画社会という言葉を知っていますか。次のうちからあてはまる番号
　　を１つお選びください。

問2　あなたの周りでは、次の項目について男性と女性の地位が平等になっていると思いますか。
　　あてはまる番号を１つお選びください。

①家庭内での男女平等

②学校での男女平等

③職場での男女平等

57.2% 26.1% 

16.7% 

男 
言葉も意味も知って

いる 

言葉は知っているが

意味は分からない 

言葉も意味も知らな

い 

49.1% 

30.0% 

20.9% 

女 

言葉も意味も知って

いる 

言葉は知っているが

意味は分からない 

言葉も意味も知らな

い 

40.4% 

40.4% 

15.8% 

3.4% 男 

そう思う 

少し思う 

あまり思わない 

思わない 

20.8% 

38.1% 

30.0% 

11.1% 女 

そう思う 

少し思う 

あまり思わない 

思わない 

52.0% 36.1% 

9.9% 

2.0% 男 

そう思う 

少し思う 

あまり思わない 

思わない 

35.7% 

48.3% 

13.0% 

3.0% 女 

そう思う 

少し思う 

あまり思わない 

思わない 

19.7% 

36.6% 

33.5% 

10.2% 男 

そう思う 

少し思う 

あまり思わない 

思わない 

12.4% 

35.9% 
35.3% 

16.4% 

女 

そう思う 

少し思う 

あまり思わない 

思わない 

【 資料4 】 



④地域活動での男女平等

⑤法律や制度での男女平等

⑥政治や政策決定での男女平等

⑦社会の習慣やしきたりでの男女平等

⑧言葉や会話での男女平等

24.3% 

40.6% 

29.4% 

5.7% 男 

そう思う 

少し思う 

あまり思わない 

思わない 

13.6% 

34.9% 38.4% 

13.1% 

女 

そう思う 

少し思う 

あまり思わない 

思わない 

30.4% 

39.7% 

22.8% 

7.1% 男 
そう思う 

少し思う 

あまり思わない 

思わない 

22.0% 

32.2% 

33.3% 

12.5% 

男 

そう思う 

少し思う 

あまり思わない 

思わない 

5.9% 

28.4% 

45.8% 

19.9% 

女 

そう思う 

少し思う 

あまり思わない 

思わない 

13.3% 

25.9% 

41.1% 

19.7% 

男 

そう思う 

少し思う 

あまり思わない 

思わない 

4.5% 

19.0% 

46.3% 

30.2% 

女 

そう思う 

少し思う 

あまり思わない 

思わない 

22.6% 

44.0% 

25.5% 

7.9% 
男 

そう思う 

少し思う 

あまり思わない 

思わない 

12.4% 

34.6% 
38.0% 

15.0% 

女 

そう思う 

少し思う 

あまり思わない 

思わない 

9.7% 

38.5% 
37.1% 

14.7% 

女 
そう思う 

少し思う 

あまり思わない 

思わない 



3.男女間の暴力について
問3　DV(ドメスティック・バイオレンス)という言葉を知っていますか。次のうちからあてはまる番号
　　を１つお選びください。

問4　あなたは、これまでに次のようなDVを受けたことや見たことがありますか。あてはまる番号を
　　すべてお選びください。

1.身体的暴力

2.精神的暴力

3.性的暴力

87.2% 

6.8% 
6.0% 男 

言葉も意味も知っている 

言葉は知っているが、

意味は分からない 

言葉も意味も知らない 
91.4% 

5.0% 3.6% 女 
言葉も意味も知っている 

言葉は知っているが、

意味は分からない 

言葉も意味も知らない 

9.1% 

90.9% 

男 

ある 

ない 

26.0% 

74.0% 

男 

ある 

ない 

1.0% 

99.0
% 

男 

ある 

ない 

18.2% 

81.8% 

女 

ある 

ない 

30.4% 

69.6% 

女 

ある 

ない 

5.6% 

94.4
% 

女 

ある 

ない 



4.経済的暴力

5.社会的暴力

6.DVをみたことがある

7.DVを受けた見たこともない

問5　問4でDVを受けたことや見たことがあると答えた方に伺います。そのとき、どなたかに相談さ
　　れましたか。次のうちからあてはまる番号をすべてお選びください。

3.1% 

96.9% 

男 

ある 

ない 

4.7% 

95.3
% 

男 

ある 

ない 

9.5% 

90.5% 

女 

ある 

ない 

7.9% 

92.1
% 

女 

ある 

ない 

13.8
% 

86.2
% 

男 

ある 

ない 

15.1
% 

84.9
% 

女 

ある 

ない 

62.2
% 

37.8
% 

男 

ある 

ない 55.3
% 

44.7
% 

女 

ある 

ない 

24 

23 

5 

5 

2 

0 

0 

5 

53 

59 

56 

4 

1 

3 

5 

0 

9 

71 

家族 

友人・知人 

警察 

市役所の相談員 

民生委員 

市外の相談窓口 

配偶者暴力相談支援センター 

その他 

相談しなかった 

男 

女 



4.家庭生活について
問6　あなたの家庭では、次にあげる家事などを主に誰が行っていますか。あてはまる番号を
　　1つお選びください。

①日常の買い物

②食事の支度

③掃除

④洗濯

⑤育児

7.1% 

49.9% 
26.6% 

12.3% 
4.1% 

男 

主に夫 

主に妻 

夫婦で同程度に分担 

その他の人 

該当なし 

1.3% 

62.5% 
18.0% 

14.9% 

3.3% 

女 

主に夫 

主に妻 

夫婦で同程度に分担 

その他の人 

該当なし 

2.8% 

70.2% 

8.3% 

14.6% 

4.1% 

男 
主に夫 

主に妻 

夫婦で同程度に分担 

その他の人 

該当なし 

0.7% 

74.5% 

6.2% 
15.3% 

3.3% 

女 

主に夫 

主に妻 

夫婦で同程度に分担 

その他の人 

該当なし 

6.6% 

53.6% 
21.6% 

13.8% 

4.4% 

男 

主に夫 

主に妻 

夫婦で同程度に分担 

その他の人 

該当なし 

2.2% 

65.4% 

13.8% 

15.1% 

3.5% 

女 

主に夫 

主に妻 

夫婦で同程度に分担 

その他の人 

該当なし 

2.2% 

65.4% 

13.8% 

15.1% 

3.5% 

女 

主に夫 

主に妻 

夫婦で同程度に分担 

その他の人 

該当なし 

7.2% 

62.8% 

12.2% 

13.3% 

4.5% 

男 

主に夫 

主に妻 

夫婦で同程度に分担 

その他の人 

該当なし 

0.0% 

34.2% 

22.8% 

6.0% 

37.0% 

男 

主に夫 

主に妻 

夫婦で同程度に分担 

その他の人 

該当なし 

0.2% 

48.1% 

17.2% 

6.8% 

27.7% 

女 

主に夫 

主に妻 

夫婦で同程度に分担 

その他の人 

該当なし 



⑥介護

⑦学校行事

⑧地区行事

問7　あなたは、夫は外で働き、妻は家庭を守るべきであるという考え方についてどう思いますか。
　　次のうちからあてはまる番号を1つお選びください。

7.7% 

31.9% 

20.2% 

19.2% 

21.0% 

男 
賛成 

どちらかといえば賛成 

どちらかといえば反対 

反対 

わからない 

4.4% 

26.7% 

26.5% 

21.3% 

21.1% 

女 

賛成 

どちらかといえば賛成 

どちらかといえば反対 

反対 

わからない 

3.6% 

15.5% 

8.1% 6.5% 

66.3% 

男 
主に夫 

主に妻 

夫婦で同程度に分担 

その他の人 

該当なし 

5.1% 

23.0% 

26.5% 

6.6% 

38.8% 

男 

主に夫 

主に妻 

夫婦で同程度に分担 

その他の人 

該当なし 

4.1% 

42.0% 

17.3% 

7.6% 

29.0% 

女 

主に夫 

主に妻 

夫婦で同程度に分担 

その他の人 

該当なし 

34.3% 

13.8% 
30.7% 

11.3% 
9.9% 

男 

主に夫 

主に妻 

夫婦で同程度に分担 

その他の人 

該当なし 

23.4% 

26.1% 28.2% 

10.8% 

11.5% 

女 

主に夫 

主に妻 

夫婦で同程度に分担 

その他の人 

該当なし 

2.0% 

25.9% 

4.9% 8.8% 

58.4% 

女 

主に夫 

主に妻 

夫婦で同程度に分担 

その他の人 

該当なし 



問8　一般に、男女が共に「仕事」、「家庭生活」、「地域・個人生活」の両立を可能とするためには、

　　特にどのようなことが必要だと考えますか。次のうちからあてはまる番号を3つ以内でお選びく

　　ださい。

　
　

　
　
　

5.女性と職業について
問9　女性が職業を持つことについて、あなたはどうお考えですか。自分の考えに最も近い番号を
　　1つお選びください。

問10　女性が出産や子育てのために仕事を続けたくてもやむを得ず退職するケースがあります。
　　　女性が仕事と育児・介護等を両立していくために必要と考えるものを次の番号から3つ以内
　　　でお選びください。

68.6% 

1.3% 

3.8% 

25.5% 

0.8% 

女 
職業を持ったほうがよい 

結婚するまでは、職業を持つ方がよ

い 

子どもができるまでは、職業を持つ方

がよい 

子どもができたら職業をやめ、大きく

なったら再び職業を持つ方がよい 

職業を持たない方がよい 

267 
197 

183 
162 

151 
139 

101 
50 

27 
26 

9 

育児休業・介護休業制度を利用しやすい職場環境の整備 
保育・介護サービスの向上 

労働条件面や昇進、昇格の機会で男女差の解消 
柔軟な勤務制度の導入など 

育児や介護のために退職した職員の復職など 
金銭面での支援の充実 

固定的性別役割分担意識の解消 
家庭や学校における男女平等教育 

相談できる窓口の設置 
研修や職業訓練の機会の確保 

その他 

女 

201 
183 

131 
126 

122 
99 

79 
40 

33 
32 

10 

育児休業・介護休業制度を利用しやすい職場環境の整備 

労働条件面や昇進、昇格の機会で男女差の解消 

育児や介護のために退職した職員の復職など 

保育・介護サービスの向上 

柔軟な勤務制度の導入など 

金銭面での支援の充実 

固定的性別役割分担意識の解消 

家庭や学校における男女平等教育 

研修や職業訓練の機会の確保 

相談できる窓口の設置 

その他 

男 

66.8% 

2.9% 

7.1% 
22.4% 

0.8% 
男 
職業を持ったほうがよい 

結婚するまでは、職業を持つ方がよ

い 

子どもができるまでは、職業を持つ方

がよい 

子どもができたら職業をやめ、大きく

なったら再び職業を持つ方がよい 

職業を持たない方がよい 

288 

198 

168 

155 

143 

97 

35 

6 

職場の理解と協力 

育児休業制度等の普及啓発 

労働時間短縮・選択制 

育児・介護支援施設の拡充 

家族の理解と協力 

男女ともに育児・介護を担う 

研修や職業訓練などの就業支援 

その他 

男 

349 

217 

211 

211 

205 

147 

34 

9 

職場の理解と協力 

育児休業制度等の普及啓発 

労働時間短縮・選択制 

家族の理解と協力 

育児・介護支援施設の拡充 

男女ともに育児・介護を担う 

研修や職業訓練などの就業支援 

その他 

女 



問11　現在の社会は女性が働きやすい状況にあると思いますか。あてはまる番号を1つお選びください。

6.社会の方針決定等への参画について

問12　自治会、PTAなどの役職、議員や委員会等委員への女性の進出が進まない原因はどこに
　　　あると思われますか。次の中から原因として考えられる番号を3つ以内でお選びください。

1.9% 

43.0% 

34.7% 

9.8% 

10.6% 

男 
大変働きやすい状況にあると

思う 

ある程度働きやすい状況にあ

ると思う 

あまり働きやすい状況にない

と思う 

働きやすい状況にないと思う 

どちらともいえない 

1.5% 

38.6% 

30.7% 

17.8% 

11.4% 

女 
大変働きやすい状況にあると

思う 

ある程度働きやすい状況にあ

ると思う 

あまり働きやすい状況にないと

思う 

働きやすい状況にないと思う 

どちらともいえない 

219 

185 

156 

112 

105 

88 

56 

16 

女性の登用に対する意識や理解が足りない 

男性がなるほうがいいと思っている人が多い 

女性自身が役職に対する関心やチャレンジ精神がない 

女性の有識者や人材がいない 

女性はでしゃばるものではない」という意識がある 

女性の能力に対する偏見がある 

女性が女性の足を引っ張っている 

その他 

男 

240 

195 

193 

152 

145 

135 

74 

30 

男性がなるほうがいいと思っている人が多い 

女性自身が役職に対する関心やチャレンジ精神がない 

女性の登用に対する意識や理解が足りない 

女性はでしゃばるものではない」という意識がある 

女性の有識者や人材がいない 

女性の能力に対する偏見がある 

女性が女性の足を引っ張っている 

その他 

女 



問13　男性と女性が家庭、職場、地域、政治の場などあらゆる分野に平等に参画することができ
　　　る社会を実現するためには、何が重要だと思いますか。次の中からあてはまる番号を3つ以
　　　内でお選びください。

7.社会活動への参加について
問14　あなたは現在、仕事や学業以外に何か活動をしていますか。次の中からあてはまる番号を
　　　すべてお選びください。

173 
140 

133 
120 

106 
91 

84 
48 
47 

24 
11 

15 

女性の積極的な登用 

企業・職場への周知啓発 

保育サービスの充実 

制度の制定や見直し 

女性リーダーの養成 

学校や家庭での男女平等教育 

介護サービスの充実 

男女共同参画に関する講座等の開催 

情報・交流拠点の充実 

DV・セクハラ等の相談事業の充実 

講座や啓発資料の充実 

その他 

男 

185 

161 

155 

150 

148 

131 

129 

83 

54 

21 

13 

16 

保育サービスの充実 

女性の積極的な登用 

企業・職場への周知啓発 

制度の制定や見直し 

介護サービスの充実 

学校や家庭での男女平等教育 

女性リーダーの養成 

情報・交流拠点の充実 

男女共同参画に関する講座等の開催 

DV・セクハラ等の相談事業の充実 

講座や啓発資料の充実 

その他 

女 

128 
83 

48 
24 

21 
20 

13 
9 

6 
4 

159 

スポーツ、趣味、教養などのサークル・グループ活動 

コミュニティ会議などの地域活動 

ボランティア活動 

自然保護、環境美化など地球環境を守る運動 

PTA活動 

政党、宗教などに関する活動 

青年団体、女性団体、老人クラブなどの各種団体活動 

その他 

国際交流活動 

青少年健全育成活動 

参加していない 

男 

145 
57 

43 
42 

14 
13 

9 
8 
8 

3 
228 

スポーツ、趣味、教養などのサークル・グループ活動 

ボランティア活動 

コミュニティ会議などの地域活動 

PTA活動 

その他 

自然保護、環境美化など地球環境を守る運動 

政党、宗教などに関する活動 

青年団体、女性団体、老人クラブなどの各種団体活動 

国際交流活動 

青少年健全育成活動 

参加していない 

女 



問15　あなたが社会活動にもっと参加できるようにするためには、どのようなことが必要だと思い
　　　ますか。次の中からあてはまる番号を3つ以内でお選びください。

196 

176 

123 

105 

100 

95 

82 

17 

関心と意欲を持つ 

参加するきっかけ 

自分の自由時間を増やす 

家族の理解と協力 

職場の理解と協力 

環境や設備を整える 

地域の理解と協力 

その他 

 男 

274 

231 

207 

184 

96 

84 

57 

20 

関心と意欲を持つ 

参加するきっかけ 

家族の理解と協力 

自分の自由時間を増やす 

職場の理解と協力 

環境や設備を整える 

地域の理解と協力 

その他 

 女 


